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建築物の安全対策について 

 

1. 新築工事実施設計の方針 

新築工事実施設計にあたっては、これまでの第 11 回及び第 12 回専門家会議において審

議された施設設計に関する内容を前提条件として実施設計を進めることで、建築物の安全

対策を講じることとしている。 

 

2. 実施設計における具体的な対策について 

2.1.配管ピットを含む建築物の構造と仕様 

新施設の配管ピットを含む建築物の構造と仕様は、第 11 回専門家会議において審

議された結果を基に実施設計を進める。 

具体的には、適切なピット配置および点検スペースの確保等による「ピット範囲の

最小化」、塗膜防水及び浸透性塗布防水等による地下水の「止水対策」、商品を取り扱

う室（売場・冷蔵庫・保管所等）の床面を塗床仕上げとすることによる「コンクリー

トスラブの耐摩耗性の対応」、想定外の空気環境が発生した場合の事前対策として適

切な「ピット内換気」等を施す設計とする。 

また、敷地内地盤調査の結果に基づき設計 GL より 15m 以深の砂礫層を支持層とし

た「杭基礎」とし、重要度係数「Ⅱ類・1.25」を採用することで「地震による建築物

の崩落・変形防止」を図る設計とする。 

 

 

資料-2 
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建築物における安全対策

（止水対策等）

参考資料 -3

専門会議

※本図は「第 11 回姫路市中央卸売市場移転予定地における土壌汚染等に関する専門家会議」資料 -4 と同一

の防止

の防止

地下水が発生した場合の建築物への浸入防止

の摩耗による、 建築物の劣化を防止

耐摩耗性の

耐震安全性の分類は、 重要度係数 （構造強度を向上させるための係数） 「Ⅱ類・1.25」を採用し

ピット範囲を限定する。 （図 A) ピット範囲図参照

（図 B）ピット範囲図参照

 資料 4 から設計進捗に合わせ修正

①

ェ
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断熱材 断熱材

断熱材
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※本図は「第 12 回姫路市中央卸売市場移転予定地における土壌汚染等に関する専門家会議」資料 -5 と同一

図 2.2.5

図 2.2.4

【　建築物における安全対策②　】

の選定
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2.2. 杭基礎工法の選定 

杭基礎工法については、第 12回専門家会議にて審議・選定された「中堀拡大根固め工法」

の採用を検討したところ、新市場計画地においては地中障害等により、施工中に杭のひび

割れが発生する可能性が懸念されたため、土壌汚染対応に配慮し、かつ施工性及びコスト

に配慮した工法について再検討を行った。 

 

（１） 地盤状況と基本設計の杭基礎 

新市場計画地の地盤は、表層から盛土、砂質土層、粘性土層、砂礫層が順に堆積してい

る（図 2.2.6）。地盤調査報告書によると、盛土層には「最大φ150 ㎜程度の玉石」、砂礫層

には「φ100 ㎜～φ300 ㎜程度の玉石」が混入している可能性があると記載がある（参考資

料-3）。 

 

図 2.2.6 地質構成図 

なお、基本設計では支持層を GL-15ｍ以深の砂礫層とし、杭基礎工法は中掘拡大根固め工

法、杭径はφ700～φ1000 で計画をしている。 

 

（２） 中堀拡大根固め工法にて想定される施工トラブル 

中掘拡大根固め工法は、スパイラルオーガを用い杭内から排土を行うため（図 2.2.7）、

排土中に大きな礫または玉石がスパイラルオーガと杭内壁に噛み込まれることで、杭の縦

ひび割れが発生することがある（図 2.2.8）。 

  

図 2.2.7 中掘拡大根固め工法の施工手順    図 2.2.8 杭の破損状況（例） 

ロッド径 クリアランス 

杭の 
縦ひび割れ 
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表 2.2.1 に基本設計で計画された杭径毎のクリアランスを示す。新市場計画地の地盤は

クリアランスより大きい礫や玉石が存在している可能性が高いため、上記で示した杭破損

トラブルの発生が十分に考えられる。そこで、新市場計画地において施工可能な杭基礎工

法の再検討を行った。 

表 2.2.1 杭径毎のクリアランス 

杭径（㎜） 肉厚（㎜） 内径（㎜） ロッド径（㎜） クリアランス（㎜） 

700 100 500 260 120 

800 110 580 260 160 

900 120 660 260 200 

1000 130 740 260 240 

 

（３） 施工可能な杭基礎工法の検討 

新市場建屋計画範囲は、人為的原因の盛土を敷地内で移動する計画としており、新市場

建屋建設前に埋立地特例区域に変更する区域である（参考資料-4）。埋立地特例区域の下位

帯水層へ汚染拡散を招かない施工方法の基準は定められていないが、土壌汚染対策法に基

づく調査及び措置に関するガイドラインには「望ましくは環境省告示第 54号第 2に準じる

方法」と記載されている（参考資料-5）。 

 

基本設計では、「環境省告示第 54 号第 2 に準じる方法」である中堀拡大根固め工法を計

画していたが、施工トラブルが想定されるため、本実施設計ではベントナイト溶液を用い

たプレボーリング工法にて計画を進める（図 2.2.9）。この施工方法は、掘削時にベントナ

イト溶液を噴出することにより、孔壁に不透水層膜を形成することができるため、ガイド

ラインに沿った施工方法となる。 

 

図 2.2.9 ベントナイト溶液を用いたプレボーリング工法 
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また、径の大きい玉石が混入する層にはケーシングを併用することで、先行して玉石の

除去が可能となる。 

 

図 2.2.10 ケーシングを併用したプレボーリング工法 
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ベントナイト溶液を用いたプレボーリング工法と中堀工法の工程比較を図 2.2.11 に示す。

ベントナイト溶液を用いることで、中堀工法と同等の遮水性能を維持できることから、土

壌汚染対策としては同等の効果が期待できる。 

 

■ベントナイト溶液を用いたプレボーリング工法 

 

 

■中堀工法 

 

図 2.2.11 ベントナイト溶液を用いたプレボーリング工法と中堀工法の比較 
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（４） 杭基礎工法の比較 

杭基礎工法については、環境省告示第 54号第 2の適合性と玉石の掘削の可否等を考慮し、

ベントナイト溶液を用いたプレボーリング工法にて計画する。 

 

表 2.2.2 杭基礎工法の比較表 

 

 

 




